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今日の講義内容

① はじめに

② アコギ の基本的な奏法

③ アコギの打ち込みのコツ

④ アコギのアレンジ
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このセミナーの目的

元々ギターカリキュラムにて詳細なセミナーを4回行なっ
ているが、ボリュームが大きく、内容によっては駆け足に
なっていた。

その辺を深掘りするとともに、アンケートの結果「アレン
ジが知りたい」との意見が多かったので、打ち込みTips
などは程々にして、アレンジ面にフォーカスしてお伝えで
きればと思う。

なお、楽器やチューニングについて等の基礎的な知識
はカリキュラムを参照して頂きたい。

はじめに
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アコギの基本的な奏法

⼤きく分けて以下の３スタイル。

--------------
・ストローク
コードを押さえた状態で右⼿で複数の弦を弾き、リズムを奏でる。

・アルペジオ
コードを押さえた状態で右⼿で和⾳を分散して弾く。

・単⾳弾き
単⾳でのオブリやリードなど。
--------------

他にもカッティングなど⾊んな奏法があるが、エレキギターの奏法
の応⽤も多く、上記の特に「ストローク」と「アルペジオ」がバッ
キングの主流と⾔える。
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アコギの基本的な奏法

■ストロークとは？

左⼿でコードをさえ、右⼿でリズムを弾く。
ピックを使ってオルタイネイトで演奏するのが⼀般的。

演奏するリズムによって幾つかの種類がある。
--------------
・8ビート
・16ビート
・4ビート
--------------
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アコギの基本的な奏法
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■ 8ビートストローク パターン1

■ 8ビートストローク パターン2

ダウンストローク アップストローク

８分⾳符のオモテ拍をダウンストローク、ウラ拍をアップストロークでピッキング

空ピック



アコギの基本的な奏法
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■ 8ビート 強弱の例

> > > >
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原則として２・４拍⽬の頭にアクセントをつけるとノリが良くなる。
オモテ拍よりもウラ拍を弱く演奏することで強弱のメリハリがく。

ドラムと共通する部分も多い。



アコギの基本的な奏法
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16分⾳符のオモテ拍をダウンストローク、ウラ拍をアップストロークでピッキング
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■ 16ビート ストロークパターン1
ダウンストローク

アップストローク

■ 16ビート ストロークパターン2

空ピック



アコギの基本的な奏法
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8ビート同様、２・４拍⽬の頭にアクセントがつく。

16ビートドラムのスネアのタイミングを参考にすると良い。

■ 16ビート 強弱の例

> > > >

軽いアクセント



アコギの基本的な奏法

■アルペジオとは？

左⼿でコードを押さえ、右⼿で和⾳を分散して弾く。

指弾き/ピック弾き両⽅使う。
（フィンガーピックを使うこともある）

メロウな楽曲、パート数の少ない曲では指弾き、
バンド編成やロック寄りの曲ではピック弾きになる
傾向にある。
（プレイヤーの好みやスタイルによるが。。。）
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アコギの基本的な奏法
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■ アルペジオ パターン1

■ アルペジオ パターン2

指弾き

指弾き

8分、16分とも、オモテ拍よりウラ拍が弱くなる傾向がある



アコギの基本的な奏法
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■ アルペジオ パターン3

■ アルペジオ パターン4



パターン４はルートを含まない&繰り返しのフレーズで
単体ではなく、別パートと合わせる想定のプレイ。

8分⾳符アルペジオのパターン1と、16分⾳符アルペジオ
でやや⾳域の⾼いパターン4でアンサンブルすると、良
い感じの組み合わせになる。

アコギの基本的な奏法
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■ 複数パートアンサンブルの例



アコギの基本的な奏法

和⾳ではなく単⾳で弾く奏法。
（リードプレイでは和⾳を弾くこともある）

主にメロディやオブリガートなど、リードプレイで
⽤いる。指弾きでプレイするギタリストもいるが、
ピックで弾く事も多い。

スライドやハンマリング等、ギター特有のアーティキュレー
ションを⽤い表情豊かに弾くことが多い。
アコギでのリードプレイは、エレキと⽐べて⼤きく違う点が
ある。1つ⽬にチョーキングがし⾟いので、スライドの⽅がよ
く使われること。２つ⽬に⾳⾊を歪ませない（当然）ため、
和⾳をより多く使うことである。
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■ 単音弾きとは？



アコギの基本的な奏法

■ 単音弾きでのリードパート
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H.U.=ハーフ・チョークアップ
H.D.=ハーフ・チョークダウン

※伴奏はアルペジオ1とアルペジオ4



アコギの打ち込みのコツ
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打ち込む際のポイント（ストローク〜アルペジオ）

--------------
・リズムの表裏≒ピッキングの向きを意識して打つ
（U/Dによるピッキングのズレを意識）

・リズムによるベロシティの強弱を意識

・発⾳する弦の位置や本数を意識

・ベロシティをランダマイズさせ揺らぎを作る
--------------



アコギの打ち込みのコツ
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実際のデータを見てみよう！

■ ストロークの打ち込み



アコギの打ち込みのコツ
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実際のデータを見てみよう！

■ アルペジオの打ち込み



アコギの打ち込みのコツ
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打ち込む際のポイント（単⾳弾き）

--------------
■各種アーティキュレーションを表現する
・スライド
・ビブラート
・ハンマリング・オン/プリング・オフ
・チョーキング
・フレットノイズ etc

■ベロシティ、タイミングを調整する
--------------



アコギの打ち込みのコツ
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・スライド
ピッチベンドを少ないポイントで打てばOK。
⽬安=半⾳階に1〜2個程度

・ビブラート
ピッチベンドを連続ポイントで打てばOK。

・ハンマリング・オン/プリング・オフ
ピッチベンドを少ないポイントで打てばOK。
⽬安=半⾳階に1個

・チョーキング
ピッチベンドを連続データで打てばOK。

※ 弦によって違う⾳程変化が必要な場合は別トラックで打つべし。

■ アーティキュレーションの調整



アコギの打ち込みのコツ
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実際のデータを見てみよう！

■ 単音弾き
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アコギのアレンジ

・楽器選び（スチール弦 or ガット弦）
ポップスではスチール主流だが、哀愁あるフレーズや
違う空気感が欲しければガットを使う。

・音域
ギターはピアノほどではないが意外と⾳域が広く、楽に
2オクターブ強が出せる。ちょっと頑張れば3オクタ
ーブ以上まで可能だ。

ローフレットでの奏法なら概ねE1〜G3辺りが
多⽤され、最低⾳はそのコードのルートとなる。
カポタストを使うことでもっと上の⾳域を使うことも
可能である。
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アコギのアレンジ

・音域
ギターや和⾳楽器が複数の場合は、メインギターや
他の和⾳楽器の⾳域と分けて、⾼い⾳域を使ったり
してやると効果的である。その場合、カポを使っても
いいし、カポを使わない場合はルートを省略する事も
多い。

余談だが、アンサンブル内でのギターは必ずしもルートを
鳴らす必要はない。ただし、アレンジ的に伴奏がギター主
体になる場合や、ベースが不在の場合は（弾き語りなど特
に）ルートは省略できない。楽器構成によって判断すると
良い。
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アコギのアレンジ

・奏法

曲調やリズムパターンに合わせ、
-----
・ストローク
・アルペジオ
・単⾳弾き
-----
を使い分けることになる。複数本使う場合は⾳域も
そうだが、奏法を分けると良い。メインのストロークに
対して⾼域でアルペジオ（ルート⼊れず）したり
単⾳でオブリなどするのも効果的。

なお、ミックス的な考え⽅で同じストロークをダブルに
する事もある。その場合もカポで⾳域変えたりしても
広がりが出て気持ちいい。
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アコギのアレンジ

あいみょん『裸の⼼』のような、アコースティック系の
バラード〜ミドルテンポの楽曲を想定。ストロークは
ゆったりしたノリで

■ サンプル1

アルペジオ

ストローク



アコギのアレンジ
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スピッツ『空も⾶べるはず』のような70〜80年代のフォーク
ロック路線のバンド曲を想定。フォークロック系ではアコギ
が⽬⽴つスタイルながら⻭切れの良い8ビートを聞かせる楽
曲が多い。

リード

ストローク

■ サンプル2
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アコギのアレンジ

YUI『CHE.R.RY』のような、軽快な16ビートのポップ
ロック系楽曲を想定。実はパターンとしては「サンプル
1」と⼤きく変わらない。

■ サンプル3
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開放弦 E

開放弦 B

開放弦 E

開放弦 B

開放弦 E

開放弦 B

開放弦 E

開放弦 B

アコギのアレンジ
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サンプル3では開放弦を⽣かしてコードの⾼⾳部がペダルトーン（E、B）になっ
ている。開放弦を使わない場合でも1と5の⾳をペダルに持ってくることは多
い。Key=Gなども。オブリで1、5を使う事も多い。



アコギのアレンジ
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ベースを⼆分⾳符で鳴らしながら、合間に絡むように和⾳を刻む。
ベースはルートのみの場合と、5度でランニングする場合がある。

■ ボサノバ パターン1

■ ボサノバ パターン2
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アコギのアレンジ

『イパネマの娘』のような、王道のボサノバ楽曲を想
定。こう⾔ったアレンジにはガット弦が合う。あまり強
弱つけず淡々と弾かれる傾向がある。

■ サンプル4



アコギのアレンジ
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Maj9、m9、b13などテンションコードの使⽤が多い。5⼩節⽬のド
ミナント「G7(b13)」はサブスティテュートドミナント（通称「裏
コード」）である「Db9」を使うことも多い。ルートは違うが構成
⾳はほぼ同じ。
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■ ボサノバのコードについて
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アコギのアレンジ

カントリーやラグタイムの王道的なバッキングパター
ン。オモテ拍がベースランニング、ウラ拍が16ビート
の刻みになっている。2、4拍のバックビートを強調す
るのが基本。最後にはバンジョー⾵のリックを。

■ サンプル5



アコギのアレンジ
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J-POPなどで聴かれる「カントリーっぽい」楽曲の特徴としては、
ブラシを使ったトレインビート的なドラム、ランニングベース、
バックビートを効かせたギターなどが挙げられる。

ボサノバなどもそうだが、ガチでそのジャンルを模倣したアレンジ
をするだけでなく、J-POPにそれらしく取り⼊れるには、⽇本⼈が
違和感なく聞けるアレンジにする必要があり、そのこはアレン
ジャーのセンスを発揮する部分と⾔える。

「素直になりたい⼦の話/りりあ。」などがその好例である。

■ カントリーっぽさ


